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新刊 

□本間建彦： 「イチョウ精子発見」の検証 
平瀬作五郎の生涯 292 pp. 2004. ¥2,300. 
B 5版.新泉社. ISBN: 4-7877-0415-X. 

わが国の近代植物学発展の初期，平瀬作五 
郎によるイチョウの精子発見は，植物系統学 
上の世界的な業績として知らぬものはいない. 
彼は東大理学部の図工だったが，用器画の教 
科書を出版するなど，その方面でも知られて 
いた.ところがイチョウの業績発表の後，彼 
は東大を辞職して中学校の教師となり，その 
後は研究者としての仕事はほとんど見られな 
いまま終わった.退官前後の事情は謎に包ま 
れたままである.著者はノンフイクション作 
家としてこの点に関心を持ち，多くの資料を 
猢渉して推理を積み重ね，本書を公表したも 
のである. 

前半は平瀬の生い立ちから東大へ勤めるよ 
うになるまでに，彼の精神的成長に影響を与 
えた諸事件，とくに武士社会の崩壊，黒船に 
よる開国，明治維新などの時代背景が丹念に 
描写されている.後半はイチョウの精子発見 
のいきさつ，平瀬をとりまく人々の動き，退 
職から晚年までを物語る.ノンフイクション 
だけあって，普通の小説ならたくさん登場す 
るであろう人物の架空の行動や心理描写は一 
切なく，著者の推理のみによって話が進行す 
る.著者がしばしばこぼしているように，平 
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瀬は自分の個人記録を残しておらず，周囲の 
人々による資料もほとんどない.彼の墓もど 
こにあるのか分からず，菩提寺とみられる福 
井の寺も戦災で焼失しているという. 

同じ頃起こった矢田部良吉の非職とともに， 
平瀬作五郎の退官の事情は謎に包まれている. 
私も昔，国立科学博物館植物研究部に保存さ 
れていた個人の往復書簡の中に，その間の事 
情を知る手がかりがあるかと探ったことがあ 
るが，得るところはなかった.本書は栄光と 
挫折を身をもって体験した平瀬作五郎氏の業 
績を，改めて想起する資料としてお薦めする. 

(金井弘夫) 

□吉田外司夫： ヒマラヤ植物大図鑑 800pp. 
2005. ¥13,000.山と渓谷社. ISBN: 4-635- 
53031-8. 

地域としてはパキスタン，インド，ネパー 
ル，ブータン.チベットにわたる，主として 
中高度から高山帯におよぶ顕花植物の，花を 
主体にした植物図鑑である.まず36頁にわたっ 
てヒマラヤの植物地理，ヒマラヤ山脈の地域 
区分，ヒマラヤの植物の水平分布と垂直分布 
などと題して，地域ごとの概念図を示した解 
説があり，ヒマラヤの地形や植物の全貌をつ 
かむのに都合がよい.文中の植物名には図版 
の出現頁が一々示されており，つまりこの図 



